
 

小中高生アンケートの回答傾向について 

 
今回、子どもが主役のまち宣言を検討するに当たり、市内の小学校・中学校・高校でア

ンケートを実施しました。 
 

総合計画の基本理念「子どもの笑顔があふれるまち」との考えから、アンケートの質問

は「きかせて！しあわせだと思うときってどんなとき？」とし、手書きやＷＥＢで自由に

回答してもらうこととしました。 
 

各学校に配布をお願いしたところ、小学校１年生から高校３年生まで４，０００件を超

える回答がありました。 
 

自由で伸び伸びとした多様な回答が集まり、型通りの集計や分析を行うのがとても難し

い状況です。 
 

そのような回答状況ではありますが、大きな傾向としては、「遊び」「食事」「睡眠」

に関係することが多く書かれていたこと、さらには、それらをひとりではなく「友達と」

「家族と」と書かれた回答がとても多くありました。 
 

また「ほめられる」「ぎゅーっとしてもらう（抱きしめられる）」「感謝される」など、

子どもであっても一人の人間として尊重されたい、あるいは大切にされたいといった願い

が感じられる回答も少なからず見られました。 
 

年代別で大きな違いはありませんが、「寝ること」や「話す・おしゃべり」が小学生に

は少なかったのが、中学生・高校生では多くなる傾向がみられました。 

 

◆回答の一例 
 

 
 

・大人が優しくしてくれたとき 

・パパとゲームをするとき 

・お友達と一緒に帰れること 

・お母さんにだっこされたとき 

・お母さんにほめられたとき 

・アニメを見ているとき 

・家族全員でいるとき 

・おじいちゃんからお金をもらえて幸せ 

・みんなで焼肉 

 
 

・ゲームのオンラインで勝ったとき 

・認めて欲しい人に認められたとき 

・親とかコーチにほめられたとき 

・ベッドに入るとき 

一日が今無事に終わったなと思う 

・友達と話しているとき 

・バレーボールがうまくいったとき 

・たくさん寝れたとき 

・おいしいご飯を食べているとき 

 
 

・お母さんと兄ちゃんとぎゅーしたとき 

・先生にほめられたとき 

・家族にありがとうなど 

お礼を言われたとき 

・友達と楽しく遊んだり、 

ゲームをしたりしたとき 

・虫を捕まえるとき 

・家族みんなでご飯を食べているとき 

・給食でラーメンサラダを食べたとき 

 
 

・友達と爆笑してるとき 

・いつもより早く布団に入れた日！ 

・何もやることがない日 

・大切な人と遊んだり話しているとき 

・ガチャで推しが来たり神引きしたとき 

・スマホを見ながらゴロゴロしているとき 

・家族と話しているとき 

・おいしいご飯を食べているとき 

・社会に必要だとされるのは気持ちいい 
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